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改善計画

7月 1月

学
び
を
創
る

「考える
伝え合う
力」の育成

論理的思考力の向上

①フレームリーデイングによ
る「読むこと」の指導
②思考ツールの活用

単元末テスト・学
期末テストの平均
通過率（国語科
思考・判断・表現
の観点）

全国平
均以上

88.5 88.2 106.0% A

２学期単元末テスト・学期末テストにおい
て，学校平均が全国平均を５．２ポイント上
回り目標を達成した。フレームリーディング
を活用した読む学習を通して，数える，選
ぶ，表現する学習の仕方は定着してきている
が，初見の文章では，問いが正しく理解でき
ていないことや目的に応じて正しく情報を取
り出すことに課題がある。今後は，他教科や
日常生活の中で，既習したことを意識して活
用させていく。
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・引き続きよろしくお願いいたします。
・全国平均が達成度の尺度になっていて大
変そう。読み込み，理解する力は大切です
が，個性がみんな違うので難しいですね。
フレームリーディングの様子をいつか参観
したいです。

フレームリーディングによる読むこ
との指導を継続し，児童の問いを生
かした児童主体の授業を創る。ま
た，対話を通して，叙述の言葉や表
現を読み深め，考えを創り出す協働
的な学びを仕組む。
自分の考えを論理的に書いたり，
キーワドを使って書いたりする活動
を継続する。
ＮＩＥタイムのワークシートを活用
し，問いと答えを意識した読みや複
数の条件を与えて書かせる言語活動
を工夫する。"

生
活
を
創
る

児童自らが
学校生活
を創る特別
活動の充実

自己有用感の向上
①児童会とコラボレーション
した委員会活動や名人表彰
②よりよい生活作りへの参画

自己有用感に
関するアンケート
（肯定的評価）

上半期
75％

下半期
85％

89.0 84.7 99.6% B

自己有用感に関する児童アンケートの結果に
おいて肯定的評価は84.7％で，縦割り班掃
除・児童会活動・自己について肯定的に捉え
ていた。これは，下半期目標値である85％
を下回る結果となった。前回の７月の結果と
比べると，全体では自己有用感が5.5％低下
した。項目別で見ると，自己肯定感を見取る
項目が１年生～５年生の学年で，9.2％と大
幅な低下が見られた。
今後の取組み方向と改善策として，名人表彰
と「ありがとうカード」は今後も継続する。
さらに，縦割り活動と学級活動でほめほめタ
イム等の活動を行っていく。企画や参加した
双方向が「やってよかった。」などの満足感
や充実感を味わうことができるようにする。
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・コロナ禍で，学校生活，家庭でもイベン
トごとも減るなどの影響から大人が思って
いるよりもストレスや孤独感を感じている
のではないかと思います。世間でも子供，
学生による事件も多発しており，家庭と学
校との連携の重要性を感じます。
・高学年の児童が楽しそうに学校生活を
送っていたら，自然に低学年はあこがれる
し，良い雰囲気になると思います。アイ
ディアをしぼってどんどんやってくださ
い。

児童会や委員会を中心とした縦割り
班での活動を継続し，児童自らが学
校を創っていることを意識させ，自
己有用感につなげる。その為に，児
童会や委員会は腕章を付け特別な意
識をもたせたり，下学年からの意見
をイベントに採り上げたりすること
で，全児童の自己有用感の向上につ
なげる。
家庭との連携を密にするため，学期
ごとに実施している生活振り返り
チェック表で児童と保護者，担任や
養護教諭が情報を共有したり，お互
いにコミュニケーションが図る場が
作れるよう改善する。

働
き
方
改
革

豊かな教育
活動の充実

よりよい働き方によ
る超勤時間の減少

①セルフタイムマネジメント
による働き方（月１回以上）
②分掌部会における業務改善
の発案

超勤時間の平均
４５時
間以下
９０％
以上

91.0 91.4 101.5% A

１月の達成値は91.4となり，目標値を上回
ることができた。自分の入退校記録を月の途
中で確認し，今後の超勤時間に見通しを持っ
て業務を遂行することや，退校時刻から逆算
してその日に行う業務を考えるなど，一人一
人が時間を意識して働くことができた。ま
た，分掌における担当を分掌部内で見直し，
時期や状況によって配置や人員を換えるな
ど，自分達にとって効率的な業務の遂行もで
きた。
しかし，大きな行事や成績時期など，超勤時
間が増加しがちな時期があった。また，生徒
指導の対応などによって遅くまで残った日も
あった。
今後の行事や時期を見据えて，計画や準備を
早めに行うことや，これまで以上に職員間の
連携を密に行い，より効率的な働き方を意識
して職務を行っていく。
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・勤務時間内でしっかり子供達とかかわっ
ていただき，先生方にも達成感のあるしご
とができるよう調整していただければと思
います。人員不足はあるのではないかと思
います。
・役割や時期による超勤はどこの職種でも
あることだと思うのですが，心身が健康を
保てるよう，これだけは願います。
・全国的に子供たちの将来なりたい仕事で
先生の順位は残念ながら上位にはありませ
ん。社会や子供のためになっていると評価
しつつも，仕事がきつい，負担が大きいな
どの負のイメージが大きい。子供たちはわ
かりやすい授業をしてくれる先生や自分の
話を聞いてくれたり褒めてくれたりする先
生を求めています。あこがれの職業になる
よう残業時間を限りなく０に近づける工夫
をして公私が充実し，子供達に近い存在で
いてほしいと思う。

今後の行事や時期を見据えて，計画
や準備を早めに行うことや，これま
で以上に職員間の連携を密に行い，
より効率的な働き方を意識して職務
を行っていく。
業務内容や自身の働き方を再度見直
し，スクラップ＆ビルドを行った
り，優先順位を設けたりするなど，
必要なことは残しつつも，より働き
やすい環境づくりを目指す。
やらなければならない業務もある
が，自身も子供達も楽しめるような
授業や取組を行い，日々の学校生活
に充実感をもてるようにする。
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自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション

自ら学び，考え，発信する　子供の育成

小中連携を核とした確かな学力定着の取組の継続と発展 a 　ビジョン

【自己評価　評価】　A：１００≦（目標達成）　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　Ｄ：（できていない）＜６０ 【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。　ハ：わからない。

尾道市立美木原小学校

○児童の主体性を育み，未来につながる学力をつける学校
○幼・小・中の連携による学びの連続性を大切にする学校

○家庭・地域とともに，子供の育ちを考える学校

b 中期経営目標
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